
秋名アラセツ行事
令和３年アラセツ行事は、新型コ
ロナウイルス感染症拡大のおそれ
を考慮し、秋名アラセツ保存会の
メンバー、他関係者で行われました。
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龍郷町ファミリー・サポート・センター
病児・病後児預かりがはじまります

農業用廃プラスチック回収 狂犬病予防注射
第192号

龍郷町議会だより
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農業用廃プラスチック回収 狂犬病予防注射
第192号

龍郷町議会だより

2021

11月号令和３年

龍郷町の人口　令和３年９月末現在(前年比)　3,147世帯（+20） 男2,919人（+1） 女3,124人（+8） 計6,043人（+9）
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Tatsugo Town Topics

龍郷町の話題

本場奄美大島紬産地再生協議会主催

赤徳中、着付けにチャレンジ

　本場奄美大島紬組合青年部が講師を務め、赤
徳中の生徒が、着付けを学びました。今年度、町
内の全中学校で着付け体験を予定しています。

10.９
鹿児島県商工会連合会 龍郷町商工会

要望書提出

　川元博文会長は、龍郷町及び龍郷町議会へ
「小規模企業の振興に関する条例制定につい
て」等の要望書を提出しました。

10.７

第52回大島地区中学駅伝・大島地区中学駅伝競走大会

1区から押し切り赤徳中学校女子優勝

　男子21校、女子19校が名瀬運動公園で開催さ
れ、女子は山尾次郎監督率いる赤徳中学校が初
優勝に輝きました。メンバーは１区要田光春、２
区深谷クウイポ愛、３区川畑菜々子、４区井村
碧、５区豊山愛乃（敬称略）。

９.30
癒しの旅をナビゲートする電子雑誌「旅色」

女優、山田杏奈が龍郷町を紹介

　アフターコロナの旅行先としての
ＰＲを目的に、龍郷町は『旅色』と提
携。この度、電子雑誌が発行されまし
た。全国的な知名度が高まることを
期待しています。

９.27

龍郷町認定農業者 認定書交付式

２名１社が認定

　この度、西田栄三郎さん（秋名）と、飯田圭太郎
さん（大勝）、また龍郷町地域振興公社が、龍郷町
認定農業者となりました。

９.17
秋名アラセツ行事

コロナ対策講じ、祈りを捧げる

　昨年に続き、コロナ対策としてショチョガ
マはお供えと祭事のみ行われ、平瀬マンカイ
は集落の方のみで行われました。

９.15
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今年５月、奄美大島５市町村は㈱スクーと包括
的パートナーシップ協定を締結しました。これ
により、奄美市内にある専門学校の教職員の方
や学生の皆さんも、授業の予復習や補助教材と
してスクーのオンライン生放送学習サービス

「Schoo」の利用を始めました。

Schooは双方向の学びができるところがいいなと思い、導入を
決めたんですよね。双方向の学びは主体性を引き出してくれる
と思うので、スキルアップにつながると期待しています。

•どんな境遇でも学びたい人を応援する地域コ
ミュニティの強さと優しさ

•Schooは「ネット空間にあるコミュニティ付き
の大きな図書館」

•「誰もがどこにいても学べる環境を」地域の伝
統・文化・想いを未来へ奄美看護福祉専門学校

寺師 敬子 先生

「奄美看護福祉専門学校×Schoo」対談しました！
  記事の見どころ

Schooは大人たちがずっと学び続ける生放送コミュニティです
ス  ク  ―

社会人向けオンライン
生放送学習サービス「Schoo」

ス ク ―

お 話 を
伺 い ま し た

対談記事は
こちら▼

実際に学生にも聞いてみると、そのほとんどが「各々のペース
で学ぶことができるのでかなり時間を有効活用できる」と。そ
ういった前向きな意見が多くあがりました。

•資格取得を目的にしない。奄美情報処理専門学
校の実践的なカリキュラム

•70歳で学び直す人も。学び直し期間にも収入を
得られる仕組みづくり

•課題は少子高齢化とIT人材の不足。地方の学校
の未来奄美情報処理専門学校

田中 豪 先生

「奄美情報処理専門学校×Schoo」対談しました！
  記事の見どころ

お 話 を
伺 い ま し た

対談記事は
こちら▼

「世の中から卒業をなくす」をミッションに、インターネットでの学びや教育を起点とした
社会変革を進めている。大人たちがずっと学び続けるオンライン生放送学習コミュニティ

『Schoo（スクー）』は2012年のサービス開始後、「未来に向けて、社会人が今学んでおくべ
きこと」をコンセプトとした生放送授業を毎日無料提供。奄美大島と包括協定を行うなど、
地方エリアへの遠隔教育普及によって実現する「未来の暮らし」の確立も進めている。

Schooのアカウントを町民の方に無料で配布しています。
詳細は右記QRコードからご確認ください。
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役場子ども子育て応援課☎６９-４５５５　担当：貞（さだ）

役場企画観光課☎６９-４５１２11/12~11/25 女性に対する暴力をなくす運動

　鹿児島のロングセラー商品、鹿児島県民手帳
は、県内の書店、文房具店、県内のコンビニ、龍郷
町役場にて販売いたします。

●奄美の世界自然遺産登録記念
　「鹿児島県の世界遺産」特集
●JR・肥薩おれんじ鉄道路線図追加
●県内５施設割引パスポート付
　屋久島環境文化村センター／輝北天球館
　 フラワーパーク／奄美パーク／かのやばら園

里親制度をご存じですか？

鹿児島県民手帳2022年度版

( )

子どもたちの里親となってくださる方を求
めています
　子どもが明るく健やかに成長していくためには、
温かい家庭が大切です。
　県では、子どもの養育に理解と熱意、そして豊か
な愛情をお持ちの方を里親として登録し、保護の
必要な子どもの養育をお願いしています。

里親制度とは？
　親の事故や病気などさまざまな事情により自分の家庭

で暮らすことのできない子どもを、家族の一員として家庭

に迎え入れ、児童福祉法に基づいて養育してくださる方

（里親）に、養育をお願いする制度が「里親制度」です。

　里親は4種類に分類されています。特別な資格は必要

ありません。

養育里親  保護者のいない、または保護者が養育
することが適当でない子どもを養育す
る里親

専門里親  虐待を受けたり、障害があるなど専門
的な援助が必要な子どもを養育する里
親（一定以上の養育里親としての経験
等が必要）

親族里親  実親が死亡、行方不明などの子どもを
祖父母など扶養義務のある親族が養
育する場合の里親

養子縁組里親  養子縁組により養親となることを前提
に養育する里親

「里親制度説明会(龍郷会場)」に
参加しませんか？

日時 令和3年11月26日(金)14時～16時
場所 龍郷町役場第一会議室
内容 ①DVDによる紹介

②概要説明
③個別相談（希望者のみ）

※申し込み不要です
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役場農林水産課☎６９-４５２４　あまみ農協龍郷支所☎６２-３０００

11月18日（木）午前９時~午後４時
　場　所　：あまみ農協龍郷支所購買部
必要なもの：印 鑑
                       回収費用１キロ当たり60円
農薬のプラ容器は事前に水洗いをお願いします。
状態の悪い廃プラスチックに関しては、引取り出来ない
場合があります。

・「農ビ」と記載があるもの
中のヒモ類は抜糸ください。
劣化の酷いものは「C」へ。

・サイロラップ
網、PPバンドと一緒に梱包しな
いでください。つづら折りの２
か所結束。

・ブルーシート、コンテナ、タンク
空の農薬ボトル、苗箱
除草シート　等

・白ポリ
「農ポリ」と記載があるもの

・マルチ
白、黒、ツイン、シルバー
グリーン

・堆肥袋

A  農業用廃ビニール B  農業用廃ポリ C  農業用廃プラスチック、その他

役場生活環境課☎６９-４５２５

①出来る限り、土や砂などの付着物を除去する。
  （針金や木くずなどの異物が混入しないように）

②横の長さ約80㎝、高さ約20㎝でお願いします。
※ポリ類を結束するヒモは、農ビ以外のヒモをご使用ください。

約80㎝

約20㎝横から

つづら折り絵　２か所結束梱包方法

野焼き、不法投棄は法律
で禁止されています。ど
ちらも、５年以下の懲役
もしくは、1,000万円以
下の罰金が科されます。

農業用廃プラスチック類は適正に処理しましょう

11月は不法投棄防止強化月間です

　大島本島地域農業用廃プラスチック類適正処理推進
協議会では農業用廃プラスチック類の適正処理を行うた
めの回収を行います。
　ハウスビニールや肥料袋、農薬のプラ容器、牧草用ラッ
プフィルムなど使用済みの農業用廃プラスチック類の処
分を行う皆さんは、右記日時に搬入をお願いします。

　県では、産業廃棄物の不法投棄等の根絶を図るため、毎年11月を「不法投棄防止強化
月間」と定め、不法投棄防止の啓発活動や不法投棄防止パトロール等を強化しています。
　不法投棄は重大な犯罪です（5年以下の懲役、1.000万円以下の罰金又はこの併科）。
この機会に一人ひとりが、「不法投棄をしない。させない。見つけたらすぐ電話を」という意識
を持ち、不法投棄のない住みよい地域をつくりましょう。

サンパイゼロ

産業廃棄物の不法投棄を発見したら、ご連絡ください。

　　　　県庁廃棄物・リサイクル対策課　 ☎099-286-3810
大島支庁保健福祉環境部（名瀬保健所）　☎５２-５４１１

（広報例）

タイトル：11月は不法投棄防止強化月間です。

・ 県では，産業廃棄物の不法投棄等の根絶を図るため，毎年11月を「不法

投棄防止強化月間」と定めています。

・ 期間中は，不法投棄防止の啓発活動や不法投棄防止パトロール等を強化

しています。

・ 不法投棄は重大な犯罪です（５年以下の懲役，1,000万円以下の罰金又は

この併科）。この機会に一人ひとりが，「不法投棄をしない。させない。見

つけたらすぐ電話を」という意識を持ち，不法投棄のない住みよい地域をつ

くりましょう。

・ 産業廃棄物の不法投棄を発見したら，お近くの地域振興局（支庁）保健福

祉環境部または，県庁廃棄物・リサイクル対策課

電話０９９（２８６）３８１０（サンパイゼロ）

e-mail:sanpai110@pref.kagoshima.lg.jp

まで御連絡ください。

（鹿児島市については，鹿児島市廃棄物指導課）

※不法投棄防止強化月間

西郷さんマーク
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1.昨年9月議会における一般質問の進
捗状況について

2.世界自然遺産登録後について

3.町営プールについて

4.夏休み期間中の学童保育への給食提
供について

長谷場 洋一郎 議員P9

1.地域資源を活用した観光振興や保全
について

2.公共施設の維持管理やメンテナンス
について

3.子育て支援について

德永 義郎 議員P10

1.成年後見制度について

2.地域密着型サービスについて

3.介護職等の人材不足について

4.子育て支援について

久保 誠 議員P11

1.新型コロナウイルス対応について

2.財政について

3.町長の政治姿勢について

圓山 和昭 議員P12

1.新型コロナワクチンの廃棄について

2.へき地保育所について

3.町グラウンドの新設と現グラウンドの
整備について

4.町長在任期間の実績と成果について

平岡 馨 議員P7
1.農業振興について

2.脱炭素社会の実現について

3.通学路の安全確保について

伊集院 巖 議員P8

一般質問とは…各議員が住民の代表として、町の行財政全般にわたり、事務の執行
状況や将来に対する方針を聞き、町当局の考え方や疑問点をただすことです。単に疑問を解消
し、事実関係を明らかにするだけでなく、現行政策の見直しや新規政策を提言する議員の重要
な活動です。本町議会の質問時間は、１人60分以内となっています。

発行 /龍郷町議会
編集 /議会だより編集委員会
〒894-0192
大島郡龍郷町浦 110 番地
ＴＥＬ0997-62-3111（内線 2272）
ＦＡＸ0997-62-2535

龍郷町

議会だより第19２号

令和3年第３回定例会

P13 議決結果

P7～  一般質問

※掲載内容については、質問者が質問と答弁を要約
し、龍郷町議会広報委員会が編集したものです。
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問　

　

廃
棄
に
つ
い
て
の
具
体
的
な

説
明
と
責
任
の
所
在
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

廃
棄
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
こ
と
に
対
し
ま
し
て
深
く
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
無
停
電

装
置
の
購
入
に
あ
た
り
、
超
低

温
冷
凍
庫
に
適
合
し
な
い
製
品

で
あ
り
、
事
務
手
続
き
及
び
不

適
応
の
機
種
導
入
に
至
っ
た
要

因
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
担
当
を

訓
告
、
所
属
長
を
厳
重
注
意
、

管
理
体
制
が
甘
か
っ
た
と
し
て

町
長
の
給
与
10
％
カ
ッ
ト
、
副

町
長
は
５
％
カ
ッ
ト
を
３
か
月

行
う
事
に
し
ま
し
た
。

　

問　

　

今
後
の
ワ
ク
チ
ン
未
接
種
の

方
は
予
定
通
り
に
接
種
出
来
る

の
か
。

　　

問　

　

野
球
、
ソ
フ
ト
、
サ
ッ
カ
ー

等
の
専
用
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
事

業
の
計
画
は
な
い
か
、
ま
た
、

現
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
陸
上
と
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
専
用
に
し
て
、

ト
ラ
ッ
ク
を
全
天
候
型
へ
整
備

で
き
な
い
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

平
成
23
年
度
に
策
定
し
た

「
龍
郷
町
総
合
運
動
公
園
整
備

基
本
構
想
」
を
基
に
し
て
、
ド

ラ
ゴ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

に
お
い
て
、
施
設
の
規
模
や
場

所
等
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
時
期
を
見
て
検
討
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
施
設
の
規

模
や
場
所
を
決
定
し
、
土
地
の

確
保
を
進
め
て
参
り
た
い
と
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

問　

　

４
年
間
の
実
績
と
成
果
に
つ

い
て
。

　

答
（
町
長
）　

　

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措

置
法
の
改
正
に
あ
た
り
、
龍
郷

町
が
過
疎
地
域
の
指
定
か
ら
外

れ
る
懸
念
が
あ
り
ま
し
た
が
、

町
議
会
を
は
じ
め
県
知
事
や
地

元
県
議
、
代
議
士
の
先
生
方
、

そ
の
他
関
係
者
の
皆
様
に
ご
尽

力
を
い
た
だ
い
た
結
果
、
引
き

続
き
過
疎
地
域
と
し
て
指
定
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
10
年
間
の
有
益
な
財

源
確
保
が
で
き
ま
し
た
こ
と

は
、
龍
郷
町
の
振
興
に
つ
な
が

る
成
果
だ
と
捉
え
て
お
り
、
町

の
経
済
、
観
光
、
イ
ン
フ
ラ
整

備
、
環
境
、
健
康
福
祉
、
文
化

及
び
教
育
の
６
つ
の
分
野
を
密

接
に
連
携
さ
せ
、
総
合
的
な
地

域
経
済
の
振
興
を
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

問　

　

今
後
の
町
政
を
ど
の
よ
う
に

展
開
し
て
い
く
の
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

魅
力
あ
る
町
「
た
つ
ご
う
」

と
し
て
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
、
創
り
上
げ
て
参
り
た
い
と

各
種
施
策
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
世
界
自

然
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
今
後
、

観
光
の
振
興
や
地
域
経
済
の
活

性
化
を
推
進
し
、
来
島
者
の
皆

様
に
は
、「
行
き
た
い
・
行
っ

て
良
か
っ
た
・
ま
た
行
き
た
い
」

龍
郷
フ
ァ
ン
の
更
な
る
拡
大
を

目
指
し
て
参
り
ま
す
。
本
町
を

も
っ
と
も
っ
と
、「
活
き
活
き

と
輝
く
町
」
に
な
る
よ
う
進
め

て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。「
人
情
豊
か
な
、
住
み
よ

い
ふ
る
さ
と
た
つ
ご
う
」
を
目

指
し
今
後
も
継
続
し
て
迅
速
に

対
策
を
講
じ
て
参
り
ま
す
。

平岡 馨 議員

　

答
（
町
長
）　

　

未
接
種
の
方
で
希
望
さ
れ
る

方
に
つ
い
て
接
種
は
で
き
る
状

況
で
あ
り
ま
す
。

　

問　

　

へ
き
地
保
育
所
の
現
状
と
、

今
後
統
廃
合
を
進
め
る
の
で
あ

れ
ば
ど
の
よ
う
な
措
置
を
講
じ

て
い
く
の
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

企
画
調
整
会
議
を
行
い
、
今

後
の
方
向
性
を
決
め
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
コ
メ
ン
ト
を
踏
ま

え
て
具
体
的
な
方
針
案
を
作
成

し
て
行
く
と
こ
ろ
で
あ
り
、
県

と
協
議
を
し
た
後
に
具
体
的
な

方
針
を
作
成
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

へ
き
地
保
育
所
に
つ
い
て

現在の町グラウンド

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
廃

棄
に
つ
い
て

町
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
新
設
と
現

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
に
つ
い
て

町
長
在
任
期
間
の
実
績
と
成

果
に
つ
い
て
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問　

　

地
域
振
興
公
社
の
事
業
成

果
、
増
加
が
見
込
ま
れ
る
受
託

作
業
へ
の
対
応
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

地
域
振
興
公
社
は
昨
年
９
月

11
日
に
設
立
し
、
こ
れ
ま
で
に

さ
と
う
き
び
と
南
瓜
の
栽
培
、

さ
と
う
き
び
の
受
託
作
業
を
中

心
に
事
業
活
動
を
展
開
し
て
参

り
ま
し
た
。
１
年
間
で
約
３
・
５

㏊
の
農
地
を
借
り
受
け
耕
作
放

棄
地
の
解
消
を
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
さ
ら
に
受
託
作
業
の
需

要
が
増
え
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

ま
す
の
で
、
作
業
機
械
の
補
充

等
に
よ
る
受
託
作
業
の
分
散
化

や
、
受
注
か
ら
生
産
ま
で
の
進

捗
管
理
を
行
い
な
が
ら
、
受
託

作
業
の
効
率
化
を
図
っ
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

や
現
地
検
討
会
を
計
画
し
な
が

ら
、
栽
培
意
欲
の
向
上
に
よ
る

生
産
拡
大
を
図
っ
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

問　

　

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け

た
本
町
の
取
り
組
み
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

ま
ず
は
奄
美
大
島
全
体
と
し

て
効
果
的
・
効
率
的
な
手
法
を

模
索
す
る
た
め
、
令
和
２
年
度

に
お
い
て
瀬
戸
内
町
を
除
く
奄

美
大
島
「
外
界
離
島
の
奄
美
地

域
に
お
け
る
循
環
資
源
を
活
用

し
た
新
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
実
現
可

能
性
調
査
業
務
」
と
し
て
報
告

書
を
作
成
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。
今
後
は
、
そ
の
報
告

書
や
「
国
・
地
方
脱
炭
素
実
現

会
議
」
が
令
和
３
年
６
月
に
示

し
た
、
地
域
脱
炭
素
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
等
に
よ
り
、
本
町
と
し

て
取
り
組
め
る
施
策
を
検
討
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

問　

　

通
学
路
の
安
全
に
問
題
あ
る

場
所
、
対
策
は
。

　

答
（
教
育
長
）　

　

年
度
当
初
、
各
学
校
に
通
学

路
で
の
点
検
要
望
箇
所
を
選
定

し
て
い
た
だ
き
、
関
係
機
関
を

招
集
し
現
地
に
て
検
証
を
行

い
、
危
険
箇
所
の
改
善
等
を
協

議
す
る
会
議
を
開
催
し
て
お
り

ま
す
。
危
険
箇
所
に
つ
き
ま
し

て
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
、
注
意
喚
起
を
行
い
な

が
ら
、
関
係
機
関
へ
改
善
の
要

望
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
、
学
校
や
地
域
と
一
緒
に

な
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・

安
心
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

伊集院 巖 議員

　

問　

　

園
芸
振
興
、
特
に
南
瓜
栽
培

の
今
後
の
見
通
し
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

南
瓜
栽
培
は
こ
こ
数
年
生
産

量
が
減
少
傾
向
で
推
移
し
て
お

り
、
新
規
栽
培
者
の
掘
り
起
こ

し
の
た
め
、
新
規
栽
培
者
向
け

の
研
修
を
開
催
し
８
名
の
方
が

栽
培
を
始
め
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
南
瓜
の
新

規
栽
培
者
を
増
や
し
、
経
営
の

安
定
化
を
支
援
す
る
た
め
、
種

子
及
び
生
産
資
材
購
入
費
の
助

成
を
定
例
会
に
予
算
計
上
い
た

し
ま
し
た
。
今
後
、
技
術
指
導

農
業
振
興
に
つ
い
て

令
和
３
年

11
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

ふ
る
さ
と
納
税

里
親
制
度

病
児
・
病
後
児

預
か
り

農
業
用
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
回
収

町
の
う
ご
き

ト
ピ
ッ
ク
ス

議
会
だ
よ
り

生
放
送
学
習

ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ

女
性
に
対
す
る
暴

力
を
な
く
す
運
動

そ
の
他

お
知
ら
せ

秋
季
全
国
火
災

予
防
運
動

男
女
共
同
参
画

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
つ
い
て

通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

次の定例会は12月初旬を
予定しています

あなたも議会を

傍聴してみませんか？

場所：龍郷町役場２Ｆ

一般質問はＦＭたつごうで
お聞きいただけます

これまで一般質問の内容を、防災行政

無線個別受信機にて放送しておりまし

たが、今後は FM たつごう (78.9MHz) に

てライブ放送します。当日は受付用紙に

住所氏名を記入

するだけです。

地域振興公社
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答
（
町
長
）　

　

奄
美
自
然
観
察
の
森
は
奄
美

ト
レ
イ
ル
コ
ー
ス
に
も
選
定
さ

れ
て
お
り
、「
自
然
豊
か
で
歴

史
と
伝
統
溢
れ
る
コ
ー
ス
」
と

位
置
づ
け
、
各
集
落
の
素
晴
ら

し
い
素
材
を
「
観
る
・
触
れ
る
・

体
験
す
る
」
手
段
を
考
え
て
い

き
ま
す
。

　

問　

　

町
営
プ
ー
ル
現
状
と
建
設
予

定
は
。

　

答
（
教
育
長
）　

　

本
町
の
３
小
学
校
に
25
ｍ

プ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

各
小
中
学
校
の
体
育
授
業
、
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

答
（
町
長
）　

　

プ
ー
ル
建
設
は
、
競
技
力
の

向
上
と
健
康
増
進
に
繋
が
る
重

要
な
役
割
を
担
う
も
の
で
あ

り
、、
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
検
討
委

員
会
の
中
で
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
で
す
。

令
和
３
年

11
月
号

り
ゅ
う
が
く
館

ふ
る
さ
と
納
税

里
親
制
度

病
児
・
病
後
児

預
か
り

農
業
用
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
回
収

町
の
う
ご
き

ト
ピ
ッ
ク
ス

議
会
だ
よ
り

生
放
送
学
習

ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ

女
性
に
対
す
る
暴

力
を
な
く
す
運
動

そ
の
他

お
知
ら
せ

秋
季
全
国
火
災

予
防
運
動

男
女
共
同
参
画

　

問　

　

大
美
川
整
備
の
現
状
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

国
道
58
号
線
上
流
約
３
０
０

メ
ー
ト
ル
ま
で
整
備
を
終
え
て

お
り
、
今
後
は
半
田
川
合
流
地

点
ま
で
の
整
備
を
行
う
予
定
で

す
。

　

問　

　

川
内
砂
防
ダ
ム
の
現
状
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

３
渓
流
の
砂
防
堰
堤
が
完
成

し
、
残
り
１
渓
流
堰
堤
を
整
備

中
で
今
年
度
中
に
完
成
す
る
予

定
で
す
。

　

問　

　

旧
国
道
の
暗
渠
整
備
と
、

ま
ー
さ
ん
市
場
前
の
冠
水
に
つ

い
て
の
対
処
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

国
道
暗
渠
に
つ
い
て
は
、
早

　

問　

　

実
現
性
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

夏
休
み
期
間
中
に
、
調
理
員

の
研
修
や
、
業
者
に
よ
る
器
具

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等
が
あ
り
、

保
管
庫
の
設
備
も
な
い
こ
と
か

ら
、
学
童
へ
の
給
食
の
提
供
は

現
時
点
で
で
き
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
解
決
策
と
し
て
は
外

部
へ
の
弁
当
注
文
配
達
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

問　

　

他
の
市
町
村
の
事
例
は
。

　

答
（
教
育
長
）　

　

１
自
治
体
把
握
し
て
い
る

が
、
外
部
委
託
で
あ
り
ま
す
。

　

問　

　

学
童
保
育
の
保
護
者
か
ら
実

際
の
意
見
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

直
接
で
は
な
い
が
聞
い
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
。

　

答
（
子
ど
も
子
育
て
応
援
課
長
）

　

外
部
業
者
か
ら
の
弁
当
配
達

に
つ
い
て
保
護
者
か
ら
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

問　

　

先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

他
の
行
政
へ
の
担
当
職
員
派
遣

は
考
え
て
い
な
い
か
。

　

答
（
町
長
）　

　

ま
ず
は
情
報
収
集
を
行
い
、

そ
れ
か
ら
方
向
性
を
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

長谷場 洋一郎 議員

急
に
実
施
す
る
こ
と
を
前
提
に

協
議
検
討
を
し
て
参
り
ま
す
。

ま
ー
さ
ん
市
場
前
の
冠
水
に
つ

い
て
は
、
大
島
支
庁
が
今
年
度

側
溝
改
修
工
事
を
発
注
予
定
で

あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

問　

　

た
け
さ
く
川
の
現
状
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

当
該
箇
所
は
上
流
部
に
お
い

て
筆
界
未
定
と
な
っ
て
お
り
、

筆
界
未
定
解
消
に
つ
い
て
検
討

し
ま
す
。
そ
の
間
は
水
路
内
の

土
砂
撤
去
な
ど
で
対
応
し
て
い

き
ま
す
。

　

問　

　

奄
美
自
然
観
察
の
森
の
展
望

に
つ
い
て
。

　

答
（
町
長
）　

　

子
供
か
ら
大
人
ま
で
学
習
し

な
が
ら
楽
し
め
る
空
間
を
目
指

し
、
運
営
検
討
会
に
お
い
て
話

し
合
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

問　

　

自
然
観
察
の
森
と
地
域
と
の

関
連
付
け
は
。

町
営
プ
ー
ル
に
つ
い
て

昨
年
９
月
議
会
に
お
け
る
一
般

質
問
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

世
界
自
然
遺
産
登
録
後
に
つ

い
て

夏
休
み
期
間
中
の
学
童
保
育

へ
の
給
食
提
供
に
つ
い
て

大 勝 学 童
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防
運
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同
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問　

　

安
木
屋
場
集
落
に
あ
る
ソ
テ

ツ
や
芭
蕉
の
群
生
林
の
現
在
の

活
用
状
況
や
今
後
の
計
画
つ
い

て
。

　

問　

　

龍
郷
町
体
育
・
文
化
セ
ン

タ
ー
り
ゅ
う
ゆ
う
館
、
文
化

ホ
ー
ル
の
設
備
機
器
（
照
明
や

音
響
等
）
が
耐
用
年
数
を
過
ぎ

て
い
ま
す
が
、
改
修
計
画
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

答
（
教
育
長
）　

　

文
化
ホ
ー
ル
の
照
明
や
音
響

設
備
機
器
に
つ
い
て
は
、
毎
年

点
検
を
委
託
業
者
に
お
願
い
し

て
い
ま
す
が
、
改
修
計
画
に
つ

き
ま
し
て
は
、
点
検
結
果
を
踏

ま
え
、
今
後
、
龍
郷
町
総
合
振

興
計
画
や
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
、

近
隣
市
町
村
の
状
況
を
調
査
し

補
助
事
業
、
起
債
事
業
な
ど
を

検
討
し
て
計
画
を
進
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

問　

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
低
年

齢
化
の
割
合
が
増
加
傾
向
と

な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
本

町
の
対
応
に
つ
い
て
。

　

答
（
町
長
）　

　

12
歳
以
上
か
ら
15
歳
ま
で
の

生
徒
も
優
先
的
に
接
種
で
き
る

よ
う
、
８
月
25
日
か
ら
予
約
を

開
始
、
第
一
回
目
を
９
月
11
日

か
ら
週
一
回
ペ
ー
ス
で
日
程
を

設
定
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

始
め
て
お
り
ま
す
。
な
お
12
歳

未
満
に
つ
い
て
は
、
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
が
で
き
な
い
た
め
、
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
手
洗
い
・
咳

エ
チ
ケ
ッ
ト
・
換
気
・
消
毒
な

ど
基
本
的
感
染
予
防
を
行
っ
て

頂
く
よ
う
お
願
い
を
し
て
い
ま

す
。

　

問　

　

給
食
費
の
無
償
化
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
。

　

答
（
教
育
長
）　

　

他
の
事
業
で
も
無
償
化
や
補

助
の
継
続
に
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
新
た
に
給
食
費
無

償
化
と
な
り
ま
す
と
、
継
続
的

に
財
源
が
必
要
と
な
る
こ
と
か

ら
、
難
し
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

德永 義郎 議員

　

答
（
町
長
）　

　

ソ
テ
ツ
の
群
生
林
に
つ
き
ま

し
て
は
、
毎
年
、
安
木
屋
場
集

落
へ
草
払
い
を
委
託
し
て
い
ま

す
。
ソ
テ
ツ
や
芭
蕉
群
生
林
を

含
め
、
現
在
、
ま
だ
ま
だ
「
点
」

と
し
て
の
観
光
で
し
か
あ
り
ま

せ
ん
が
、
世
界
自
然
遺
産
奄
美

ト
レ
イ
ル
龍
郷
コ
ー
ス
の
一
つ

の
「
線
」
と
し
て
一
体
的
な
計

画
模
索
し
て
お
り
ま
す
。

　

問　

　

台
風
の
た
び
に
砂
が
道
路
へ

飛
散
し
、
交
通
の
妨
げ
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
海
岸
線
の
植
樹

計
画
に
つ
い
て
。

　

答
（
町
長
）　

　

こ
れ
ま
で
対
応
策
と
し
て
、

集
落
に
よ
る
ア
ダ
ン
等
の
植
栽

を
試
み
ま
し
た
が
、
地
形
や
冬
期

風
浪
な
ど
自
然
条
件
が
厳
し
く
、

思
う
よ
う
な
成
果
が
得
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。
大
島
支
庁
建
設
課

や
防
災
林
整
備
事
業
を
所
管
し

て
い
る
支
庁
林
務
水
産
課
に
も

現
状
を
報
告
し
、
事
業
導
入
の

相
談
を
致
し
ま
し
た
が
、
要
件

に
見
合
う
事
業
が
見
当
た
ら
ず
、

現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

地
域
資
源
を
活
用
し
た
観
光

振
興
や
保
全
に
つ
い
て

公
共
施
設
の
維
持
管
理
や
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
つ
い
て

安木屋場のソテツ

現在のりゅうゆう館

龍郷町の給食
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問　

　

成
年
後
見
制
度
の
現
状
と
今

後
の
対
応
。

　

答
（
町
長
）　

　

成
年
後
見
制
度
と
は
、
認
知

症
や
知
的
障
害
、
精
神
障
害
な

ど
の
理
由
で
判
断
能
力
が
不
十

分
な
方
を
保
護
し
支
援
す
る
制

度
で
す
。
本
町
に
お
け
る
成
年

後
見
制
度
の
現
状
は
、
高
齢
者

に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
で
相
談
対
応
を

行
っ
て
お
り
、
こ
こ
数
年
は
町

長
申
立
の
実
績
は
あ
り
ま
せ

ん
。
今
後
、
成
年
後
見
制
度
利

用
促
進
基
本
計
画
を
地
域
福
祉

計
画
と
一
体
的
に
策
定
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
地
域
で
の
話

し
合
い
を
十
分
深
め
な
が
ら
取

り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

支
援
や
機
能
訓
練
な
ど
を
受
け

る
介
護
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
と
は
、

施
設
へ
の
通
い
を
中
心
に
、
居

宅
へ
の
訪
問
、
短
期
間
の
宿
泊

を
組
み
合
わ
せ
た
多
機
能
な

サ
ー
ビ
ス
で
す
。
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
現
状
の
中
で
、
町

民
・
地
域
・
事
業
者
・
関
係
者

等
と
連
携
し
な
が
ら
「
み
ん
な

で
支
え
合
い
、
健
や
か
で
自
分

ら
し
い
暮
ら
し
を
選
択
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

問　

　

本
町
に
お
け
る
介
護
職
等
の

人
材
不
足
へ
の
対
応
に
つ
い

て
。

　

答
（
町
長
）　

　

介
護
分
野
で
働
く
人
材
の
確

保
・
育
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、

介
護
現
場
全
体
の
人
手
不
足
対

策
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
本
町
で
は
、

そ
の
対
応
の
一
環
と
し
て
、
島

内
の
看
護
福
祉
専
門
学
校
に
通

う
学
生
に
対
し
、
交
通
費
の
助

成
を
行
い
、
看
護
・
介
護
職
の

育
成
に
向
け
て
支
援
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
介

護
保
険
事
業
所
研
修
や
、
介
護

支
援
専
門
員
研
修
を
行
い
、
介

護
分
野
で
働
く
人
材
の
資
質
向

上
や
情
報
交
換
の
場
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。
今
後
も
介
護
人
材

の
確
保
に
向
け
、
県
や
近
隣
市

町
村
と
連
携
し
、
処
遇
改
善
、

新
規
参
入
や
多
様
な
人
材
の
活

用
促
進
、
介
護
の
仕
事
の
魅
力

向
上
、
職
場
環
境
の
改
善
等
の

た
め
の
方
策
を
推
進
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

問　

　

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
現
状
に
つ
い
て
。

　

答
（
教
育
長
）　

　

本
町
で
は
、
不
登
校
や
い
じ

め
問
題
等
へ
の
対
応
と
し
て
３

名
の
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
先
生
方
に
勤
務
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
不
登

校
生
の
学
業
指
導
の
手
伝
い

や
、
児
童
生
徒
や
保
護
者
・
教

職
員
が
抱
え
て
い
る
悩
み
の
解

決
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

久保 誠 議員

　

問　

　

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介

護
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
と
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
に
つ

い
て
。

　

答
（
町
長
）　

　

今
年
度
か
ら
２
種
類
の
新
た

な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る

予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。
認
知

症
対
応
型
生
活
介
護
と
は
、
認

知
症
高
齢
者
が
少
人
数
で
共
同

生
活
を
し
な
が
ら
、
家
庭
的
な

雰
囲
気
の
中
で
、
日
常
生
活
の

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て

介
護
職
等
の
人
材
不
足
に
つ

い
て

竜泉会のスタッフ募集チラシ

家庭裁判所発行の冊子
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問　
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
状
況
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

９
月
12
日
現
在
、
２
回
目
接

種
済
は
65
歳
以
上
で
81
・
89
％
、

64
歳
以
下
で
58
・
41
％
、
全
体

で
67
・
59
％
で
す
。

　

問　

　

12
歳
以
上
の
児
童
、
生
徒
の

接
種
（
予
約
）
状
況
は
。

　

答
（
教
育
長
）　

　

57
％
で
す
。
９
月
11
日
か
ら

接
種
開
始
な
の
で
、
今
後
増
え

て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

問　

　

今
後
、
未
接
種
者
が
接
種
を

希
望
す
る
際
の
対
応
は
。

　

答
（
保
健
福
祉
課
長
）　

　

集
団
接
種
が
10
月
17
日
に
終

了
し
ま
す
。
個
別
接
種
に
つ
い

て
は
医
師
会
を
通
じ
て
調
査

　

問　

　

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
作

成
の
進
捗
状
況
と
各
種
計
画
に

つ
い
て
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は

事
業
費
の
縮
減
や
優
先
順
位
、

補
助
制
度
活
用
の
検
討
を
行

い
、
経
常
経
費
等
の
削
減
を
図

り
、
個
別
施
設
計
画
等
、
各
種

計
画
等
へ
反
映
さ
せ
る
も
の
で

す
。
作
成
進
捗
率
は
５
割
程
度

で
す
が
、
龍
郷
町
行
財
政
運
営

改
善
検
討
委
員
会
も
含
め
各
種

計
画
へ
活
用
で
き
る
よ
う
進
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

問　

　

各
項
目
推
計
の
考
え
方
（
推

計
方
法
）
は
。

　

答
（
副
町
長
）　

　

各
費
目
を
伸
び
率
何
パ
ー
セ

ン
ト
と
い
う
や
り
方
で
は
な

く
、
毎
年
７
月
頃
に
財
政
係
が

行
う
地
方
財
政
状
況
調
査
（
決

算
統
計
）
に
基
づ
い
た
条
件
設

定
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
30
年
間

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成

中
で
す
。

　

問　
１
期
目
を
振
り
返
っ
て
の
所
感

は
。

　

答
（
町
長
）　

　
「
目
配
り
、
気
配
り
、
心
配

り
」
を
基
本
と
し
て
町
民
の
皆

様
と
の
対
話
・
協
同
・
共
同
参

画
に
よ
る
公
平
・
公
正
な
町
政

運
営
の
推
進
に
努
め
て
参
り
ま

し
た
。「
主
役
は
町
民
、
役
場

と
議
会
は
車
の
両
輪
」
と
位
置

づ
け
、
任
期
の
後
半
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡
大
防
止
策
と

経
済
維
持
の
両
立
を
念
頭
に
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
各
種
対

策
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
つ

も
り
で
お
り
ま
す
。

　

問　

　

２
期
目
に
向
け
て
重
要
課
題

は
。

　

答
（
町
長
）　

　

町
民
と
の
対
話
を
重
視
し
、

町
民
目
線
で
引
き
続
き
町
政
を

担
う
こ
と
や
、
官
公
庁
、
各
地

区
郷
友
会
、
関
係
す
る
企
業
な

ど
に
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
マ
ン
と

し
て
、
町
の
更
な
る
発
展
の
た

め
に
関
係
交
流
人
口
の
増
加
や

龍
郷
の
知
名
度
ア
ッ
プ
に
向
け

て
全
力
で
傾
注
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

圓山 和昭 議員

し
、
今
後
予
約
方
法
や
接
種
す

る
医
療
機
関
を
決
定
し
て
い
き

ま
す
。

　

問　

　

感
染
者
及
び
接
触
者
の
対
応

に
つ
い
て
。

　

答
（
町
長
）　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
、
感
染
症
法
の
中
の
指
定

感
染
症
の
２
類
相
当
に
分
類
さ

れ
て
お
り
、
感
染
者
及
び
濃
厚

接
触
者
の
対
応
に
つ
い
て
は
主

に
保
健
所
が
調
整
を
行
っ
て
い

ま
す
。
町
と
し
て
は
島
外
療
養

者
交
通
費
助
成
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

等
医
療
費
助
成
、
自
宅
療
養
者

へ
の
生
活
支
援
な
ど
対
応
し
て

い
ま
す
。

　

問　

　

経
済
対
策
支
援
事
業
に
つ
い

て
は
。

　

答
（
町
長
）　

　

経
済
対
策
商
品
券
、
町
内
事

業
者
・
大
学
生
等
へ
の
支
援
と

し
て
給
付
を
実
施
し
ま
し
た

が
、
小
中
学
校
の
２
～
３
学
期

の
給
食
費
の
減
免
な
ど
新
た
な

支
援
策
の
補
正
予
算
を
本
議
会

に
提
出
し
て
お
り
ま
す
。

財
政
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応

に
つ
い
て

町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

8 月に配布した経済対策商品券
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令和３年第２回臨時会で審議された案件と議決結果 

案          件 議決結果 

町長等の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例 原案可決(全員) 

令和２年度奄美群島水産業活力向上プロジェクト事業（番屋漁港）機械

設備工事請負契約の締結について 

原案可決(全員) 

 

 

 

第３回定例会で審議された案件と議決結果 

案         件 審議結果 

（ 議 案 ） 

・龍郷町議会議員及び龍郷町長の選挙における選挙運動の公営に関す

る条例の制定 
・奄美群島振興開発促進条例の一部を改正する条例 

・龍郷町手数料条例の一部を改正する条例 

・龍郷町過疎地域産業開発促進条例の一部を改正する条例 

・龍郷町過疎地域持続的発展計画について 
・奄美・沖縄世界自然遺産の日に関する条例の制定 
・令和３年度龍郷町一般会計補正予算（第２号） 

・令和３年度龍郷町介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 

・令和３年度龍郷町水道事業会計補正予算（第２号） 
・令和２年度龍郷町水道事業会計利益の処分及び決算の認定 

 

（ 同 意 ） 

・龍郷町教育委員会委員の任命について 
 
（ 認 定 ） 
・令和２年度龍郷町一般会計歳入歳出決算書 
・令和２年度龍郷町国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出決算書 
・令和２年度龍郷町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算書 
・令和２年度龍郷町介護保険事業特別会計歳入歳出決算書 
・令和２年度龍郷町生活排水処理事業特別会計歳入歳出決算書 
・令和２年度龍郷町デジタル放送事業特別会計歳入歳出決算書 
 
（ 発 議 ） 
・コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める 
 意見書の提出について 
・龍郷町長専決処分事項の指定について 

 

原案可決(全員) 

 

原案可決(全員) 

原案可決(全員) 

原案可決(全員) 

原案可決(全員) 

原案可決(全員) 

原案可決(全員) 

原案可決(全員) 

原案可決(全員) 

原案可決(全員) 

 

 

同意(全員) 

 

 

認定（全員） 

認定（全員） 

認定（全員） 

認定（全員） 

認定（全員） 

認定（全員） 

 

 

原案可決(全員) 

 

原案可決(全員) 

◎教育委員会委員は、前島克幸氏に決まりました。 

左から 2 番目　前島克幸教育委員
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大島地区消防組合龍郷分署予防係☎６２-２６１１

　国連は2015年に経済・社会・環境等の面から17の目標『SDGs（持続可能な開発目標）』を設定し、
その中のひとつに『５ ジェンダー平等を実現しよう』が掲げられています。
　最近ではテレワークが拡大し、育児中の働き方が変わったことで家事は家族皆で協力するなど、
男女問わず自分の好きな事やりたい事にチャレンジできる時間も増えたのではないでしょうか。
また、多様な性への理解を深める機会が増えたり、ジェンダーレス制服の導入も始まっています。
ジェンダーに関する問題は様々ですが、自分の周りのジェンダーギャップ（男女格差）から私達に
出来る事は何かを考え、「誰一人とり残さない」を目標に、小さな一歩を踏み出せたらと思います。

森田  啓子

男女共同参画地域推進員から no.10 森田 啓子  節和 美奈子  里 明美
龍郷町男女共同参画推進員

出典 ： 県男女共同参画センター「数字で見るジェンダー平等 コロナ禍編」

デ
ー
タ
か
ら
考
え
る

男
女
共
同
参
画

11/12～11/25は「女性に対する暴力をなくす運動」期間です。庁舎入口に「オレンジ＆パープルリボン」
のツリーを設置しています。庁舎にお立ち寄りの際はツリーにリボンを飾り付けてみてください。

無
料
法
律
相
談
の
ご
案
内

　
奄
美
市
と
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
が
共
同

で
開
催
し
て
お
り
、龍
郷
町
民
の
方
も
無
料

で
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

令
和
３
年
11
月
相
談
日
　
派
遣
相
談 

※

必
ず
電
話
予
約
が
必
要
で
す（
先
着
順
）

･

11
月
11
日（
木
）

　
菅
野
浩
平
弁
護
士

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

･

11
月
18
日（
木
）

　
和
田
知
彦
弁
護
士

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

･

11
月
25
日（
木
）

　
福
元
祐
介
弁
護
士

　
午
前
11
時
〜
正
午

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分

◇
時
間
は一人
30
分
間
で
す
。（
事
前
に
相
談
内
容
を
ま
と

め
て
お
く
と
効
率
的
で
す
。ま
た
、同
じ
人
が
続
け
て
申
込

さ
れ
る
こ
と
は
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。）

受
付
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◇
相
談
内
容
が
弁
護
士
で
よ
い
か
分
か
ら
な
い
場

合
も
市
民
生
活
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、日
程
が
変

更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。奄

美
市
役
所
市
民
協
働
推
進
課

市
民
生
活
係

☎（
５
２
）１
１
１
１
　
内
線
１
７
１
６

鹿
児
島
県
弁
護
士
会

Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る
離
島
法
律
相
談

　
離
島
法
律
相
談
は
、今
ま
で
鹿
児
島
県
弁
護

士
会
が
来
島
し
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、昨
今
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
考
慮
し
、今
回

は
、Ｗｅ
ｂ
会
議
用
機
器
等（
Ｚｏｏｍ
等
）を
用
い

て
、法
律
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
　
令
和
３
年
11
月
24
日（
水
）

　
　
　
13
時
〜
16
時（
相
談
は
１
人
30
分
程
度
）

場
所
　
り
ゅ
う
が
く
館
２
階
　
視
聴
覚
室

予
約
　
11
月
24
日（
水
）正
午
ま
で
に
、鹿
児
島

県
弁
護
士
会
へ
御
連
絡
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、予

約
等
の
状
況
に
よ
り
、相
談
を
受
け
ら
れ
な
い
可

能
性
あ
り
ま
す
。あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　 

鹿
児
島
県
弁
護
士
会

　 

☎
０
９
９-

２
２
６-

３
７
６
５

　
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
に
影
響
を
及
ぼ
す

児
童
虐
待
の
防
止
は
、社
会
全
体
で
取
り
組
む

べ
き
重
要
な
課
題
で
す
。小
さ
な
こ
と
で
あって

も「
あ
れ
？
お
か
し
い
な
？
」と
感
じ
た
ら
、児

童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル『
１
８
９（
い
ち

は
や
く
）』に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
は
、子
ど
も
の
虐
待
を
防
ぐ
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
で
す
。期
間
中
、役
場
庁
舎
内
に
お
い
て
も
オ
レ

ン
ジ
リ
ボ
ン
ツ
リ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

11
月
は

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

鹿
児
島
県
の
最
低
賃
金
が
改
定

　
令
和
３
年
10
月
２
日
か
ら
、時
間
額
８
２
１

円（
28
円
引
き
上
げ
）に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。最

低
賃
金
制
度
は
働
く
す
べ
て
の
人
に
賃
金
の

最
低
額
を
保
障
す
る
制
度
で
す
。必
ず
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

賃
金
引
き
上
げ
を
支
援
す
る
助
成
金
を
積

極
的
に
利
用
し
ま
し
ょ
う

「
業
務
改
善
助
成
金
」は
生
産
性
を
向
上
さ

せ
、「
事
業
場
内
で
最
も
低
い
賃
金（
事
業
場

内
最
低
賃
金
）」の
引
上
げ
を
図
る
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
を
支
援
す
る
助
成
金
で

す
。申
請
期
限
は
令
和
４
年
１
月
31
日
で
す
。

　 

業
務
改
善
助
成
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

 

　
☎
０
３-

６
３
８
８-

６
１
５
５

　
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

令
和
４
年
度「
裁
判
員
候
補
者
」

又
は「
検
察
審
査
員
候
補
者
」

　
そ
れ
ぞ
れ
の
候
補
者
は
、選
挙
権
を
有
す
る

県
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
定
さ
れ
て
い
ま
す

（
た
だ
し
、
20
歳
未
満
を
除
く
。）。選
定
さ
れ
た

候
補
者
の
方
へは
、11
月
中
旬
頃
に「
裁
判
員
候

補
者
名
簿
への
記
載
の
お
知
ら
せ
」又
は「
検
察

審
査
員
候
補
者
名
簿
への
記
載
の
お
知
ら
せ
」

が
届
き
ま
す
。国
民
が
司
法
に
参
加
す
る
２
つ

の
制
度
で
す
。ぜ
ひ
、御
協
力
く
だ
さ
い
。な
お
、

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、そ
れ
ぞ
れ

の
問
合
せ
先
へお
尋
ね
く
だ
さ
い
。

裁
判
員
に
つ
い
て

　 

鹿
児
島
地
方
裁
判
所
刑
事
部
裁
判
員
係

　 

☎
０
９
９-

２
２
２-

７
１
５
７

検
察
審
査
員
に
つ
い
て

　 

鹿
児
島
検
察
審
査
会
事
務
局
　
　
　
　  

 

　
☎
０
９
９-

８
０
８-

３
７
１
９

　秋季全国火災予防運動１１月９日から１５日までの一週間、秋の全国火災予防運動が実施されます。
空気が乾燥し、火災が発生しやすい季節を迎えますので、火の取り扱いには十分注意しましょう。

住宅用火災警報器 の設置が消防法で義務づけられています
　住宅用火災警報器の既存住宅への全面設置義務（平成23年6月義務化）から10年が経過しており
ます。そのため、住宅用火災警報器の電池切れや電子部分の劣化等による故障が増え、火災を感知し
ない恐れがあります。ご家庭の警報器が正常に作動するかご確認してみてください。
設置から最大10年を目安に住宅用火災警報器の交換をお願いします。

おうち時間 家族で点検 火の始末

公
共
機
関
の
職
員
を
名
乗
る

不
審
な
電
話
に
ご
注
意

　
公
共
機
関
の
職
員
を
名
乗
り
、「
国
民
健

康
保
険
料
・
医
療
費
の
還
付
金
が
あ
る
」や

「
還
付
金
手
続
き
の
た
め
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
行
っ
て

く
だ
さ
い
」と
い
う
内
容
の
電
話
が
あ
っ
た

ら
、詐
欺
を
疑
い
ま
し
ょ
う
。こ
れ
は
、還
付
金

の
手
続
き
を
装
って
Ａ
Ｔ
Ｍ
ま
で
誘
導
し
、言

葉
巧
み
に
操
作
さ
せ
て
、お
金
を
振
り
込
ま

せ
よ
う
と
す
る「
還
付
金
詐
欺
」で
、町
内
で

も
還
付
金
詐
欺（
未
遂
）と
思
わ
れ
る
電
話
が

あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。公
共
機

関
が
、Ａ
Ｔ
Ｍ
で
還
付
の
手
続
き
を
指
示
す

る
よ
う
な
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
よ
う
な
不

審
な
電
話
が
か
か
って
き
た
場
合
は
、相
手
に

せ
ず
に
電
話
を
切
り
、警
察
ま
た
は
、最
寄
り

の
消
費
生
活
相
談
所
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　 

大
島
消
費
生
活
相
談
所
☎
５
２-

０
９
９
９

住宅火災の注意点
① コンロ火災
② たばこ火災
③ 花火・火遊び
④ ストーブ火災
⑤ 仏壇・灯明火災
⑥ 電気器具類火災
⑦ 放火火災

住宅用火災警報器の点検ポイント
住警器は点検時に音が鳴らない時は、電池切れ又は故障して
いる場合があります。定期的に警報音の作動の確認を行いま
しょう。点検方法は、ボタンを押すタイプとひもを引くタイプがあ
ります。どちらの点検方法も、警報音が鳴らない場合は、交換
をお願いします。

火事と救急は局番なしの１１９番
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大島地区消防組合龍郷分署予防係☎６２-２６１１

　国連は2015年に経済・社会・環境等の面から17の目標『SDGs（持続可能な開発目標）』を設定し、
その中のひとつに『５ ジェンダー平等を実現しよう』が掲げられています。
　最近ではテレワークが拡大し、育児中の働き方が変わったことで家事は家族皆で協力するなど、
男女問わず自分の好きな事やりたい事にチャレンジできる時間も増えたのではないでしょうか。
また、多様な性への理解を深める機会が増えたり、ジェンダーレス制服の導入も始まっています。
ジェンダーに関する問題は様々ですが、自分の周りのジェンダーギャップ（男女格差）から私達に
出来る事は何かを考え、「誰一人とり残さない」を目標に、小さな一歩を踏み出せたらと思います。

森田  啓子

男女共同参画地域推進員から no.10 森田 啓子  節和 美奈子  里 明美
龍郷町男女共同参画推進員

出典 ： 県男女共同参画センター「数字で見るジェンダー平等 コロナ禍編」

デ
ー
タ
か
ら
考
え
る

男
女
共
同
参
画

11/12～11/25は「女性に対する暴力をなくす運動」期間です。庁舎入口に「オレンジ＆パープルリボン」
のツリーを設置しています。庁舎にお立ち寄りの際はツリーにリボンを飾り付けてみてください。

無
料
法
律
相
談
の
ご
案
内

　
奄
美
市
と
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
が
共
同

で
開
催
し
て
お
り
、龍
郷
町
民
の
方
も
無
料

で
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

令
和
３
年
11
月
相
談
日
　
派
遣
相
談 

※

必
ず
電
話
予
約
が
必
要
で
す（
先
着
順
）

･

11
月
11
日（
木
）

　
菅
野
浩
平
弁
護
士

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

･

11
月
18
日（
木
）

　
和
田
知
彦
弁
護
士

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

･

11
月
25
日（
木
）

　
福
元
祐
介
弁
護
士

　
午
前
11
時
〜
正
午

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分

◇
時
間
は一人
30
分
間
で
す
。（
事
前
に
相
談
内
容
を
ま
と

め
て
お
く
と
効
率
的
で
す
。ま
た
、同
じ
人
が
続
け
て
申
込

さ
れ
る
こ
と
は
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。）

受
付
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◇
相
談
内
容
が
弁
護
士
で
よ
い
か
分
か
ら
な
い
場

合
も
市
民
生
活
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、日
程
が
変

更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。奄

美
市
役
所
市
民
協
働
推
進
課

市
民
生
活
係

☎（
５
２
）１
１
１
１
　
内
線
１
７
１
６

鹿
児
島
県
弁
護
士
会

Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る
離
島
法
律
相
談

　
離
島
法
律
相
談
は
、今
ま
で
鹿
児
島
県
弁
護

士
会
が
来
島
し
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、昨
今
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
考
慮
し
、今
回

は
、Ｗｅ
ｂ
会
議
用
機
器
等（
Ｚｏｏｍ
等
）を
用
い

て
、法
律
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
　
令
和
３
年
11
月
24
日（
水
）

　
　
　
13
時
〜
16
時（
相
談
は
１
人
30
分
程
度
）

場
所
　
り
ゅ
う
が
く
館
２
階
　
視
聴
覚
室

予
約
　
11
月
24
日（
水
）正
午
ま
で
に
、鹿
児
島

県
弁
護
士
会
へ
御
連
絡
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、予

約
等
の
状
況
に
よ
り
、相
談
を
受
け
ら
れ
な
い
可

能
性
あ
り
ま
す
。あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　 

鹿
児
島
県
弁
護
士
会

　 

☎
０
９
９-
２
２
６-
３
７
６
５

　
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
に
影
響
を
及
ぼ
す

児
童
虐
待
の
防
止
は
、社
会
全
体
で
取
り
組
む

べ
き
重
要
な
課
題
で
す
。小
さ
な
こ
と
で
あって

も「
あ
れ
？
お
か
し
い
な
？
」と
感
じ
た
ら
、児

童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル『
１
８
９（
い
ち

は
や
く
）』に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
は
、子
ど
も
の
虐
待
を
防
ぐ
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
で
す
。期
間
中
、役
場
庁
舎
内
に
お
い
て
も
オ
レ

ン
ジ
リ
ボ
ン
ツ
リ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

11
月
は

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

鹿
児
島
県
の
最
低
賃
金
が
改
定

　
令
和
３
年
10
月
２
日
か
ら
、時
間
額
８
２
１

円（
28
円
引
き
上
げ
）に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。最

低
賃
金
制
度
は
働
く
す
べ
て
の
人
に
賃
金
の

最
低
額
を
保
障
す
る
制
度
で
す
。必
ず
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

賃
金
引
き
上
げ
を
支
援
す
る
助
成
金
を
積

極
的
に
利
用
し
ま
し
ょ
う

「
業
務
改
善
助
成
金
」は
生
産
性
を
向
上
さ

せ
、「
事
業
場
内
で
最
も
低
い
賃
金（
事
業
場

内
最
低
賃
金
）」の
引
上
げ
を
図
る
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
を
支
援
す
る
助
成
金
で

す
。申
請
期
限
は
令
和
４
年
１
月
31
日
で
す
。

　 

業
務
改
善
助
成
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

 

　
☎
０
３-

６
３
８
８-

６
１
５
５

　
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

令
和
４
年
度「
裁
判
員
候
補
者
」

又
は「
検
察
審
査
員
候
補
者
」

　
そ
れ
ぞ
れ
の
候
補
者
は
、選
挙
権
を
有
す
る

県
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
定
さ
れ
て
い
ま
す

（
た
だ
し
、
20
歳
未
満
を
除
く
。）。選
定
さ
れ
た

候
補
者
の
方
へは
、11
月
中
旬
頃
に「
裁
判
員
候

補
者
名
簿
への
記
載
の
お
知
ら
せ
」又
は「
検
察

審
査
員
候
補
者
名
簿
への
記
載
の
お
知
ら
せ
」

が
届
き
ま
す
。国
民
が
司
法
に
参
加
す
る
２
つ

の
制
度
で
す
。ぜ
ひ
、御
協
力
く
だ
さ
い
。な
お
、

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、そ
れ
ぞ
れ

の
問
合
せ
先
へお
尋
ね
く
だ
さ
い
。

裁
判
員
に
つ
い
て

　 

鹿
児
島
地
方
裁
判
所
刑
事
部
裁
判
員
係

　 

☎
０
９
９-

２
２
２-

７
１
５
７

検
察
審
査
員
に
つ
い
て

　 

鹿
児
島
検
察
審
査
会
事
務
局
　
　
　
　  

 

　
☎
０
９
９-

８
０
８-

３
７
１
９

　秋季全国火災予防運動１１月９日から１５日までの一週間、秋の全国火災予防運動が実施されます。
空気が乾燥し、火災が発生しやすい季節を迎えますので、火の取り扱いには十分注意しましょう。

住宅用火災警報器 の設置が消防法で義務づけられています
　住宅用火災警報器の既存住宅への全面設置義務（平成23年6月義務化）から10年が経過しており
ます。そのため、住宅用火災警報器の電池切れや電子部分の劣化等による故障が増え、火災を感知し
ない恐れがあります。ご家庭の警報器が正常に作動するかご確認してみてください。
設置から最大10年を目安に住宅用火災警報器の交換をお願いします。

おうち時間 家族で点検 火の始末

公
共
機
関
の
職
員
を
名
乗
る

不
審
な
電
話
に
ご
注
意

　
公
共
機
関
の
職
員
を
名
乗
り
、「
国
民
健

康
保
険
料
・
医
療
費
の
還
付
金
が
あ
る
」や

「
還
付
金
手
続
き
の
た
め
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
行
っ
て

く
だ
さ
い
」と
い
う
内
容
の
電
話
が
あ
っ
た

ら
、詐
欺
を
疑
い
ま
し
ょ
う
。こ
れ
は
、還
付
金

の
手
続
き
を
装
って
Ａ
Ｔ
Ｍ
ま
で
誘
導
し
、言

葉
巧
み
に
操
作
さ
せ
て
、お
金
を
振
り
込
ま

せ
よ
う
と
す
る「
還
付
金
詐
欺
」で
、町
内
で

も
還
付
金
詐
欺（
未
遂
）と
思
わ
れ
る
電
話
が

あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。公
共
機

関
が
、Ａ
Ｔ
Ｍ
で
還
付
の
手
続
き
を
指
示
す

る
よ
う
な
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
よ
う
な
不

審
な
電
話
が
か
か
って
き
た
場
合
は
、相
手
に

せ
ず
に
電
話
を
切
り
、警
察
ま
た
は
、最
寄
り

の
消
費
生
活
相
談
所
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　 

大
島
消
費
生
活
相
談
所
☎
５
２-

０
９
９
９

住宅火災の注意点
① コンロ火災
② たばこ火災
③ 花火・火遊び
④ ストーブ火災
⑤ 仏壇・灯明火災
⑥ 電気器具類火災
⑦ 放火火災

住宅用火災警報器の点検ポイント
住警器は点検時に音が鳴らない時は、電池切れ又は故障して
いる場合があります。定期的に警報音の作動の確認を行いま
しょう。点検方法は、ボタンを押すタイプとひもを引くタイプがあ
ります。どちらの点検方法も、警報音が鳴らない場合は、交換
をお願いします。

火事と救急は局番なしの１１９番
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男
女
共
同
参
画

　　　　　　　　　　　　　　         (山形県)斉藤勝(埼玉県)高橋直也(東京都)WOODENKENNETHDAVID/
ジアンタジラニアングレク/市居孝敏/松元公博/中嶋昭(神奈川県)呉友香/高野量子/樋口公平/松浦史郎(静岡
県)幸廉也/鈴木藤男(愛知県)田口望(滋賀県)藤本尚希(京都府)向田壮一(大阪府)福幸枝/三間由美子/深田憲
将/埜本哲(兵庫県)山内加代子/金城琢磨/瀧内大輔(熊本県)山田泰史

龍郷町へ寄附いただきました ９月寄附分

敬称略　氏名公開を承認された方のみ掲載しています。

ガバメントクラウドファンディング

あなたのお店の自慢の品も登録しませんか？個人事業主でもOK
まずはご相談ください。　役場企画観光課☎６９-４５１２

ふるさと納税ポータルサイト『さとふる』
『ふるさとチョイス』『楽天ふるさと納税』

にてご利用いただけます。

返礼品一覧を送付いたします。お電話もしくは
メールにてご住所・お名前をお教えください。
役場企画観光課  ☎０９９７-６９-４５１２
メール kikakukanko@town.tatsugo.lg.jp

龍郷町ふるさと納税

龍郷町へのふるさと納税お待ちしております

返礼品登録募集中

電
話
で

Ｗ
Ｅ
Ｂ
で

※龍郷町ふるさと納税の返礼品は町外の方のみご利用可

心よりお礼申し上げます

世界自然遺産登録記念

この企画への寄附は　　
ふるさとチョイス　　
特設サイトから▼

奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島

世界自然遺産登録記念

奄美大島

奄美大島の自然をPRするため、
下記コンテスト開催資金を
期間限定のふるさと納税にて募っています。
皆さまの温かいご支援、
またご応募をぜひお願いいたします。

期 間 限 定

奄美の自然を大切にするために… ふるさと納税のお願い

　この島には素晴らしい自然がいっぱい！ここでしか見るこ
とのできない動植物もたくさん生息しています。龍郷町では
今回のふるさと納税を利用し、『たつごうの自然を描こう！コ
ンテスト』を開催します。コンテストを通して、子どもたちに
もこの素晴らしい自然に興味を持ってもらい、持続可能な自
然保護を目指します。

世界自然遺産登録を記念したお礼品　他にも色々あります。詳しくはHPをご覧ください

寄附金額　10,000円 寄附金額　30,000円寄附金額　12,000円
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男
女
共
同
参
画

●一般書● ●児童書●
・『サッカーレベルアップ』石関 聖/日本文芸社
・『世界の都市伝説大事典』朝里 樹/新星出版社
・『宇宙への扉をあけよう』ルーシー・ホーキング/岩崎書店
・『どんまいなちっちゃいいきもの図鑑』

今泉 忠明/宝島社
・『海について知っておくべき100のこと』

ジェローム・マーティン/小学館
・『おなら、ぷーっ』

レスリー・パトリセリ/パイインターナショナル
・『こども仏教』枡野 俊明/世界文化ブックス
・『ぼくのブック・ウーマン』ヘザー・ヘンソン/さ・え・ら書房
・『Oh！金 １』あんびる えつこ/フレーベル館

他

・『子どもの足はもっと伸びる！』
小林 正子/女子栄養大学出版部

・『不思議で怪しいきのこのはなし』
ホクトきのこ総合研究所/清水書院

・『パパになる前に知っておくべき11のこと』
川村 美星/幻冬舎

・『Unityの教科書』北村 愛実/SBクリエイティブ
・『学び続ける知性』前刀 禎明/日経BP
・『アンガーマネジメントを始めよう』安藤 俊介/大和書房
・『実践野生動物管理学』鷲谷 いづみ/培風館
・『透明な螺旋』東野 圭吾/文藝春秋        
・『りなてぃの一週間3500円献立』RINATY/宝島社

他

令和3年11月号
　空気が澄んで星空がさらに楽しめる季節がやってきました。11月19日
は部分月食もあります。天体ショーを楽しんでみませんか？

問 生涯学習センター りゅうがく館 事務室　☎(62)3110

方向音痴って、なおる
んですか？
吉玉 サキ/交通新聞社  
迷わないコツを伝授し
てもらったり、地図の読
み方を学んだり、地形に
注目してみたり。方向音
痴の克服を目指して教
わって、歩いて、考えた
試行錯誤の軌跡を綴る
エッセイです。

はじめてのまちづく
り学
山崎 義人／学芸出版社
  「まちづくり」にはじめ
て取り組む学生や市民に
向けた入門的教科書。多
様な人々との連携・協働、
まちの構成要素や成り立
ち、まちづくりを進めて
いく流れなどを解説。

５分後に意外な結末Q
桃戸 ハル/学研プラス
小 中 学 生 に 大 人 気 の
シ ョ ー ト シ ョ ー ト 。お
しゃべりとパズル問題
をヒントに日常に起こ
る謎を解き明かすQシ
リーズの第２弾です！
ラストの「意外な結末」
とは…？

日本の城200
藪内 成基/講談社
  古代から幕末まで、今
見られる全国200城を紹
介します。あの城の見ど
ころは？お城の楽しみ
方は？天守、堀、石垣な
ど、特徴ごとに分類して
たくさんの写真ととも
に解説！

特 別 講 座 奄美のものづくり教室 奄美の自然素材を使って、ランプシェードを作ろう！

～秋の夜長を、ゆったりと過ごしてみませんか～

受講資格者は、町内にお住まいの方、もしくは町内に勤

務している方に限ります。

お子様連れの参加も可能です。

お申し込みは、先着にて、定員10名までとさせていただ

きます。（定員になり次第、締め切ります。）

日時   令和3年11月14日（日）9：00～12：00
場所   りゅうがく館　講堂

受講料   1,500円（当日徴収します）
講師   安田 謙志 氏 （花ろまん染織工房）

持ち物   プラスドライバー
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龍郷町ファミリー・サポート・センター☎０８０-２７９２-０３６９

病児・病後児預かりがはじまります

　令和３年１０月より龍郷町ファミリー・サポート・センターにて病児・病後児預かりがスタートしました。
「発熱して保育所・小学校を休まないといけない。しかし仕事はどうしても休めない…」
そんな時に利用することができます。

対象　龍郷町在住　原則２ヶ月～１２歳（小学校６年生）
料金　１時間700円～８００円(曜日、時間帯による）

利用方法　①医療機関を受診。病児・病後児預かりを利用しても問題
がないか確認②ファミサポに依頼③必要書類の記入。お
子さまの症状や援助内容確認④援助活動後、お支払い

●原則、どぅくさぁや館ファミサポ室にてお預かりします。
●事前にファミサポ会員に登録を済ませておくと、スムーズです。 どぅくさぁや館内のファミサポ室

わきゃシマの玉黄金

10 october

　　　　　　　　さ ん

正親 燦ちゃん  R２.10.９ 生
  龍郷　父  欣嘉  母   望

　　　　　　　 　 し ゅ ん

丸山 瞬くん  R２.10.16 生
  大勝　父  将　  母   千夏

　　　　　　す ば る

里 昴心くん  R２.10.29 生
  中戸口     父  祐太  母   真友子

　　　　　　　 　 　 ゆ 　 り

窪田 結莉ちゃん  R２.10.15 生
  下戸口   父  隼人  母   真里奈

　　　　　

中川 みつきちゃん  R２.10.31 生
  芦徳　父  翼　  母   優

満１歳になりました。
この子たちに誇れる町を
みんなでつくりましょう。

か
っ

か
い

い
(か

っこいい),かーいー(か
わ

い
い

♡
)

食
べ

る

のだいすき！絵本だいす
き

！

あ

んよが上手になったよ

お

てんばな女の子です♪

元
気

にすくすく育ってます

！

歩

けるようになりました♡
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ダイサギソウ
　龍郷町内の山中で希少植物「ダイサギソウ」の盗掘が疑われる事案が発生しま
した。同種は、環境省レッドリストＩＢ類（ＥＮ）（近い将来における野生での絶滅
の危険性が高いもの）、鹿児島県レッドリスト絶滅危惧Ｉ類（絶滅の危機に瀕して
いる種）にも分類されています。
　奄美大島５市町村では、島固有の種や数の少ないもの、盗掘盗採の恐れがあ
るものなどについて、捕獲・採集を禁止する「希少野生動植物の保護に関する条
例」（１年以下の懲役または50万円以下の罰金）を制定しています。希
少種の情報は各市町村ホームページなどで掲載しているので、奄美の
豊かな自然を一丸となって守っていきましょう。
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嘉渡 9㊋・23㊗　円 ３㊌・10㊌・17㊌・24㊌

安木屋場 ２㊋・９㊋・16㊋・23㊗・30㊋ 

瀬留 １㊊・15㊊　玉里 ６㊏・20㊏

屋入 12㊎　浦  ８㊊　大勝 17㊌　川内 11㊍

中勝 ４㊍・18㊍12：00～　下戸口 20㊏

中戸口 11㊍　上戸口 ２㊋・16㊋

手広 ７㊐・20㊏  赤尾木 １㊊・21㊐

芦徳 ８㊊・10㊌20：00～・24㊌20：00～・28㊐

11月どぅくさ会　明記ない場合は14：00～

吉村トヨ子さん

大正10年10月10日生まれ

どぅくさぁが宝

100歳

どぅくさぁしもれよ～

龍瀬へき地保育所の子ども達が
町長室を訪問しました。またおいでね～

町長室に訪問したよ

写真提供：環境省
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アマミノクロウサギに注意‼
　よーりっくわ走ってくりんしょれ～

アマミノクロウサギ交通事故発生件数（奄美大島内）
今年：32件 2021.10 .13現在

問  役場企画観光課☎（６９）４５１２

龍郷町行事予定11月

日 月 火 水 木 金 土

■でぃでぃクラブ
　りゅうがく館
　13:30~16:00

■保健センター開放
　乳幼児対象 10:30~16:00

■子育てサロン
　乳幼児対象 10:30~12:00

保セ…どぅくさぁや館 がく館  …りゅうがく館

秋名・幾里　毎週木曜　午後2時～
龍郷　毎週木曜　午前9時半～　
大勝　毎週木曜　午後2時～
川内　毎週金曜　午後7時半～
芦徳　第1・３・４・５月曜  午後２時～

■楽らく体操教室

■どぅくさ会
　明記がない場合は…14:00~

■どぅくさ会 玉・赤

■どぅくさ会  円
　芦20:00~

ツカリ
■楽らく秋・龍・大
■どぅくさ会
　川・中戸

ドゥンガ
民児協定例会
女性に対する暴力を
なくす運動（～25）
■男性料理教室
　がく館 10:00~
■保健センター開放
　サロン10:30~12:00

■でぃでぃ
■楽らく川
■どぅくさ会 屋

■どぅくさ会 手 ■保健センター開放
■どぅくさ会 浦・芦

秋季全国火災
予防週間（～15）
■どぅくさ会
　安・嘉

■どぅくさ会  円■どぅくさ会 安・上■保健センター開放
■JA職員・厚生連健
診りゅうゆう館7：30
■楽らく芦
■どぅくさ会  瀬

　
■2歳半・5歳歯科健
診 保セ  13：00～
■楽らく秋・龍・大
■どぅくさ会 中勝

■保健センター開放
■でぃでぃ
■楽らく川

■どぅくさ会
　円・芦20:00~

■楽らく秋・龍・大

■里親説明会
　　　P4参照

■保健センター開放
サロン10:30~12:00
■でぃでぃ
■楽らく川

■どぅくさ会  赤■保健センター開放
■楽らく芦

■どぅくさ会  嘉・安

■どぅくさ会  芦
定例駐在員会

■保健センター開放
■楽らく芦

■母・父・寡相
談会 役場18：30~
■どぅくさ会 安

■1歳・4歳児母
子歯科相談 保セ 
13：00～
■たつごう在宅家族
の会がく館  14:30~
■どぅくさ会  円・大

■3歳半児健診 保セ
12：30～
■楽らく秋・龍・大
■どぅくさ会
中勝12:00~

■でぃでぃ
■保健センター開放
相談日（かがやき）10:30~
■楽らく川

■わくわく体操
　がく館 18:00~
■どぅくさ会
　下・玉・手14:00~

■わくわく料理教室  
がく館 18:00~

■保健センター開放
■楽らく芦
■どぅくさ会 瀬

■どぅくさ会 安・上

※行事は変更になる場合があります。あらかじめご確認ください。

旧：10月１日

旧：10月15日
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令和３年度第２回 巡回狂犬病予防注射日程表28

●狂犬病予防法により、年1回の予防接種が義務づけられています。まだお済みでない犬の飼い主は、必ず受
けさせてください。○どの会場でも予防注射を受けることが出来ますので、都合のいい会場にお越しくださ
い。○注射料金＋注射済票交付手数料…3,400円(１頭あたり）○新規登録手数料…3,000円（転入した際の変
更届は無料）○必ず、首輪・引き綱（リード)を着用すること。○排泄物（フン）は、飼い主が始末しましょう。
※犬の転居・譲渡・死亡など登録事項に変更がある場合は、役場への届出が必要です。

問合せ先  生活環境課　☎0997-６９-４５２５

28 28


